アダム・スミスとジェイムズ・ステュアート--イアン・ロスの新しい『アダム・スミス伝』をジェイムズ・ステュアート研究の手がかりとして読む by 渡辺 邦博











アダム・スミス (Adam Smith, 1723-1790) の伝記には，ヱデインパラにおけるスミスの直接












参考までに，ロス自身による， D ・ステュアートと J ・レイ，そして両者の後にスミスに関
( 1 ) Ian Simpson Ross, The L俳 01Adam SmitJ弘 Oxford， 1995. (イアン・ロス著/篠原久・只腰
親和・松原慶子訳『アダム・スミス伝』シュプリンガーフェアラーク東京， 2000年。)以下，特に
断らない限り，この訳書のページ数を示す。
(2) John Rae, The LすきザAdam Smith, London, 1895. 大内兵衛・節子訳『アダム・スミス伝』岩
波書店， 1972年。
































( 4 ) 最近のスミス研究の現状については， 1997年から 1999年まで動向をまとめた，田中正司著『ア











( 5 ) 参考までに，レイ以降に付加された，主なスミス関係、の重要な文献を挙げてみよう。
Canann. E. (edよ Lectures on ]ustice, Police, Revenue and Arms, delivered in the Univererｭ
sity olG加;gow by Adam Smi・th， Oxford, 1896. (高島善哉・水田洋訳『アダム・スミス グラスゴ
ウ大学講義.1， 日本評論社， 1947年。)
G. H. Guttridge (ed.),‘Adam Smith's Thoughts on the State of the Contest with America, 
February 1778', American Historical Review, 1932-33. 
w. R. Scott, Adam Smith as Student and Prolessor, Glasgow, 1937. 
John M. Lothian (edよ Lectures on Rhetoric and Belles Letters Delivered in the University 01 
G伽;gow by Adam Smith riゆorted 砂 α student in 1762-3, London, 1963. 
Jacob Viner, Guide to John Rae's Life of Adam Smith, in John Rae's L俳 01Adam Smith, 
New York, 1965. 
Bryce, J. C. (edよ Lectures on Rhetoric and Belles Letfres, in the Glasgow edition 01 the 
Works and Cor何者pondence 01 Adam Smith IV , Oxford, 1983. 
Meek, R. L., D. D. Raphael and P. G. Stein (ed.), Lectures on ]urisprudence, in the Glasgow 
edition 01 the Works and Correspondence 01 Adam Smith V , Oxford, 1978. 
Mossner, E. C. and Ross, 1. S., (ed.) , Correspondence 01 Adam Smith, 1977, and revised ediｭ
tion in Glasgow edition of the Works and Corre司pondence 01 Adam Smith 11:よ， Oxford, 1987. 
Campbell, R. H. and A. S. Skinner, Adam Smith, London, 1982. (久保芳和訳『アダ、ム・スミ
ス』東洋経済新報社， 1984年。)
Gherity, J. A., An Early Publication by Adam Smith, Hisitoη ザ Political Economy, 25: 
1993. 
Raynor, David R., Adam Smith: Two Letters to Henry Beaufoy, MP. , Scottish ]ournal 01 
Political Economy, vol. 43-5, 1996. 








そしてこれからも継承者のない，包括的な伝記である，と。 Andrew Skinner, Rae, John (1845 
18 渡辺邦博
本稿の課題は，このロスの仕事を，スミス伝としての評価は最少限にとどめ，このスミス伝





























1915), in (Ed. by John Eatwell, Murray Milgate, and Peter Newman) The New Palgrave A 
Dictionaη 01 Economics, London and Basingstoke, 1987. 
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2. 新スミス伝の特徴








第一は，モスナーによって作成された『デイヴィド・ヒューム伝.! (The L俳ザDavid Hume, 
Oxford, 1954 and 1980.) と，その後モスナーやロスたちを中心に進められて来たヒューム書簡
集の完成の仕事が，一本の赤い糸としてこのスミス伝にも貫いている点である。この点は，ヒ


















( 8) The Letters 01 David Hume, ed. ]. Y. Creig (2vols. , 1932, Oxford, repr. in 1969.) Letters 01 
Eminent Persons addressed to David Hume, ed. ]. Hll Burton (Edinburgh, 1849.) 
New Letters 01 David Hume, ed. Raymond Klibansky and Ernest C.Mossner (1954, Oxford, 

































( 9 ) 私が気が付いたことの一端を示すと， 226ページ 上段 17行目に，ロスの原書では r6 通」と
誤った記述になっているが，翻訳ではロスの原書の過ちを訂正されて， r 5 通」とされている。ま
た，原書にはない注記を索引にまで付加されているので読者には大変親切で、ある。たとえば，ヘ
イルズやパハンに関する索引での追加など。
(10) Andrew Stewart Skinner, Introduction section 1: Biographical, in Sir James Steuart's Prinｭ




























ー・ステュアート (Matthew Stewart, 1717-1785) とならぴ称されたグラーズゴウ大学数学教
授ロパート・シムスン (Robert Simson, 1687-1768) は，スミスに数学の手ほどきを行った人物
で，大学外のクラブを通じてもスミスに影響力を持っていた。アレグザンダー・カーライル
(11) ヒュームについては，泉谷周一郎『ヒューム イギリス思想叢書 5j 研究社出版， 1996年刊，
スミスについては，水田 洋『アダム・スミスJ 講談社文庫， 1997年刊のそれぞれの巻末に付さ
れた年譜を参考に作成した。
(12) 小林昇『最初の経済学体系J 名古屋大学出版会， 1994年， 37ページ。
22 渡辺邦博
(Alexander Car1yle, 1722-1805) も参加したことのあるこのシムスンを中心としたクラブの
構成員は，後にスミスがグラーズゴウに戻ったときにその同僚となった人々からなっており，
その中には，グラマー・スクールの校長ジヱイムズ・パーディ(James Purdie) がいた (51)が，
彼は，ジェイムズ・ステュアートが幼少の折に教育を受けたノースベリックにおける教師であ
(13) 
った。ステュアートの母 Anne の祖父は，本書の訳者も注記を施しているが，第 1 代ステァ子








コリン・マクローリン (Colin Mac1aurin, 1698-1764) はニュートン (Sir Isaac Newton, 1642-










の擁護j (Aρologie du Sentiment de Monsieur le Chevalier Newton sur l'ancienne Choronologie 
des Grècs, contenant des R砂onsω à toutes les Objections, qui y ont 騁?jaites jusqu' à ρrésent.) を
(13) Chalmers, G., Anecdotes of the life of Sir James Steuart, Baronet, in the 6th vol. of The 
Works, Political, M eta，ρhisical， and Chronological, 01 the late Sir James Steuart 01 Coltness, Bart, 





(15) 只腰親和 H天文学史」とアダム・スミスの道徳哲学』多賀出版， 1995年，長尾伸一「壊れやす
い時計一一初期ニュートン主義と政治経済学の形成 J (田中異晴編『自由主義経済思想の比較
研究』名古屋大学出版会， 1997年刊，第 1 章所収)を参照。
(16) Chalmers, op. cit. p.362. “ During the winter of 1724-25, our student, when scarecely thirｭ
teen, entered the university of Edinburgh, and matriculated on the 4th of February, 1729." 






点を構成しうるとも見なせる。また，ロスの伝えるところでは (153) ステュアートの妹 Agnes
(?-1778) は，第10代パハン伯 (Henry David Erskine, 10th Earl of Buchan) に嫁ぎ，後述す
るステュアートの生男の第1Htノ〈ノ、ン伯，デイヴィド・ステュアート・アースキン(1lth Earl of 




れられない師」フランシス・ハチスン (Francis Hutcheson, 1694-1746) のもとで学んだスミス
は，さらにオックスフォードに進むことになるが，その際スネル奨学生としてべイリオルに行
くことになった。スミスのスネル奨学生としての資格取得について，ロスはべイリオルへの推
薦者たちのやり取りを記している。 1739年 2 月 15 日，スミスのグラーズゴウ大学におけるギリ
シア語教授 (46) アレグザンダ・ダンロップ (Alexander Dunlop, 1684-1747) は，親類であっ
たエデインパラ大学教授チャールズ・マッキー (Charles Mackie, 1688-1770，彼の父の後妻













(20) また，ステュアートがエテ1 ンパラ大学でスコットランド法を学んだA. Bayne が刊行した，
その著書に付された Sir Thomas Hope,“Minor Proacticks" の著者ホープは，ステュアートの
母方の先祖にあたる。田添，前掲書， 385-6 ページ。
(21) マッキーについては， Sharp, L. W., Charles Mackie, the first Professor of History at Edin. 
burgh University, Scottish Historical Review, Apr. 1962. Skinner, Introduction, Biographical, 
in Sir James Steuart An lnquiry into the Principles 01 POlitica1 Oeconomy, Edinburgh and Lonｭ




(23) スキナーはオリファント (Oliphant) やマリ (Murray) のようなジャコバイトの重要人物が，








アム・ハミルトン (William， Hamilton, of Bangour, 1704-54) の詩集 (Poems on Several Oc-
(27) 
casions, Glasgow, 1748.) に無署名の序文を寄せたことからも，一筋縄ではゆかない。また，詩
集を出版したこの書店グラーズゴウのファウルズからは，ジョン・ロー，ジョシア・ジー，ウ
ィリアム・ノfタスン，ウィリアム・ぺティ，ジョサイア・チャイルド，ノfークリ， トマス・マ
ンなど数々の経済学の古典が復刻されている。ロスは，ヒューム，ケイムズ卿 (Lord Kames, 
1696-1782) ，アレクザンダ・ウェダパーン (Alexander Wedderburn, 1733-1805，スミスが 2




たものであったらしい(158)。他方でロスは，チャールズ・エドワード (Chalres Edward Stuart, 
1720-88) のジャコバイト軍に，それなりの啓蒙的観点を持ち，熟達した将軍であったジョージ・
(24) The Coltness Collections M. DC. VII. .M. DCCC. XL., M. DCCC. XLIl Edinburgh. の編者
は，父 Steuart の 3 女 Marrianne の孫 Isabella の夫， J ames Dennistoun であった。同書， 387 
ページ。ステュアートの父親でスコットランドの法務次官 (Solicitor GeneraI)を勤めたジェイ
ムズには，ひとり息子のジェイムズ以外に， Margaret, Agnes, J ohannna, Marianne, Elizabeth 
という多彩な 5 人の娘があった。そのうちのマリアンヌは，軍人 Cringletie の Alexande Murray 
に嫁し 2 人の息子を持った。そのうち弟の James Wolfe は法曹界に進み，妻 Isabella との聞
に多くの子孫を残したが，長女 Isabella Katharina が嫁いだのが James Dennistoun であった。
経済学者ステュアートをも含む，ステュアート家のこの重要文書が残されたのは，こうして見る
と彼の妹たちに連なる人たちに，恩恵をこうむったところが大きいと言えるかもしれない。
(25) W. Mure (Edよ Selections from the Family Rゆers ρrese仰ed at Caldwell, Glasgow, 
民tIDCCCLIV.
(26) すでに説明したが，グラーズゴウ大学学長学長ウィリアム・ダンロップ (William Dunlop, 
1700) と同じくギリシャ語教授アリグザンダ・夕、ンロップ (Alexander Dunlop, 1684-1747) との
父， Alexander Dunlop の妻， Elizabeth の長兄 William から後述する Mure 家が出てくるし，











していて， 高等民事裁判所長官ダンダス (Robert Dundas, 1713-87) が1748年に， ローマ法の
原理とともにスコットランドの法曹教育に必要な部分と言っていたものであった (119) 。
このロノfート・ダンダスとは， 1707年のイングランドとスコットランドとの「合邦J 後， 18 
世紀前半のスコットランドにおける実力者が，アイレイこと第 3 代アーガイル侯爵(Ilay， Cam-
pbell, Archibald, third duke of Argyle, 1682-1761)だった(サー・ウォルター・スコット <Sir
Walter Scott, 1771-1832) の『ミド・ロウジアンの心臓j < The Heart 01 Mid・Lothian> 1818年
刊を参照。) とすれば， 18世紀後半におけるスコットランド太守とも称された (426) へンリ・ダ














<グラーズゴウ赴任前後> 1751年 1 月 16 日， グラーズゴウ大学の大学会議において，論理
学教授ジョン・ラウドン (J ohn Loudoun) の後任としての是認をえたスミスは， エディンパラ
に戻っている間，市民法の教授ノ、ーキュリーズ・リンジ (Hercules Lindsey，一1761) 博士に「セ
ミ J 学生を教えるように指名した。 ロスは， この人物について1750年からこの大学で市民法を
教授していたとしている。他方でこの人物は， ステュアートがエディンパラに学び， 1735年に
(28) スキナーは，叛乱軍の将軍マリとステュアートとが，フランス軍のジャコノすイトに対する支援
に疑義がある点を文通しあっていた可能性に触れている。 Skinner [1998J , p. xxix. 
(29) Skinner 口998J ， p. xix. この点は，ステュアートの従妹エリザベス・ミュアから，彼の妹ダラ






を辞することとなったトマス・クレイギー (Thomas Craigie, ?-1751)を筆頭とする 6 名はスミ
スを支持したが，他方で1750年に東洋語教授となったウィリアム・ルーアト (William Rouat) 










(Robert Trail, d. 1775) であったが，ミュア判事の祖母，つまりその母アンの母親とは，法務
長官を務めたステュアートの祖父の妻アグネス (Agnes Trail, ?-1690) であった。
<論理学教授の後任> スミスが論理学の講義を開始したその年の 4 月，スミスにとっては
「忘れられない恩師」であった道徳哲学教授ハチスン (Francis Hutcheson, 1694-1746) の後任
トマス・クレイギーが重病となり，スミスはハチスンの『道徳哲学入門一一倫理学と自然法の
基礎をふむく j (Philosqρhiae moralis institutio com戸endiaria， ethicis & jirisprudentiae 







ミュアを訪問すべく，スコットランドの西部にあった。ヒュームは， r人間本性論j (A Treatise 
of Human Nature, 1739-40.) を完成した前後から，このミュア判事と親交があって『コールド
(30) Chalmers, op. cit., p. 363. 












ジョージ・ジャーディーン (George Jardine, 1742-1827) となった。このジャーディーンもミ
ュア判事のインナーサークルなので、あった (148) 。
<スミスとペティ，パハン> グラーズゴウ大学においてスミスの下でべティ・フッツモリ
















ミュアは「彼<ヒューム>ほど迷信深い人聞はないJ ， と述べたと言う。 Mure [1854J , p. 41. 
(3) 彼は70年代にミュア家の家庭教師となってパリに滞在，帰国後74年にグラーズゴウ大学の影響




<家庭教師就任前後> よく知られていることであるが，スミスは， 1763年10月 24 日付けの，
政治家チャールズ・タウンゼンド (Charles Townshend, 1725-1767，後述パクルーの継父)か
らスミス宛ての書簡による，バクルー (Henry Scott, 3rd Duke of Buccleuch, 1746-1812) と
の海外旅行への依頼によって，グラーズゴウを離れることとなったが，同種の企てはもう少し
前から存在した。 1759年頃，ホウプトン伯爵 (2nd Earl of John Hopetoun, 1704-81)から家庭
教師の申し出があり，それはスミスの同僚であった先のウィリアム・ルーアトに回された。ル
ーアトは，このため教会史の教授職を自己都合で欠勤し，結局のところ辞職する羽目になり，










経営者アーチボールド・イングラム (Archibald Ingram) とアームズ銀行の共同経営者のひと









の後任推薦にかかわって，当時のグレンヴィル内閣の王璽尚書 Privy Seal= モールボロ卿(マ









広い友人たちには，スミスの旧友ギルパート・エリオット (Gilbert Eliot, 1722-77) や，同じく
カコールディ以来の旧友ダニキアのジェイムズ・オズワルド(James Oswald, 1715-69，ヒュー
ムの貿易差額論に対して1752年10月 10 日の書簡で反論をしたことと知られる。)ジェイムズ・ス
























(35) Mure [1854J , 1, p. 232. 
30 渡辺邦博
たフランスを離れ，南ドイツにおいて『原理J のかなりの部分を書き上げた後， 1758年痛風の
治療のためイタリアに転地し，ヴ、ェネチアでメアリ・ウォルトリ・モンタギュ夫人 (Lady Mary 
Wortley Montagu, 1689-1762) に遭遇した。以来，彼女が没するまでのステュアート夫妻との
交流は， 1818年に編まれた書簡集 (OriginalLetters 01 Lady Maη WoraりMontagu, to Sir James 












後者は読んで，批評する)にもかかわらず， rマンスリー・リヴュウj 1759年 5 月号に批評を掲
載したウィリアム・ロウズ (Monthly Review の共同創設者 William Rose, 1719-86) はところ
によってはヒュームの作成になると推定される『クリテイカル・リヴュウj の論調を繰り返し
つつ批評を行なったことを指摘し，フランスとブリテンの著者たちからの寄稿を求めた1761年
刊の『言語学論集j (The Philological Miscellany) に発表され， r感情論J 第 3 版 (1767年刊)
に転載されたスミスの言語形成論に触れている (203-13) 。
ここで問題は，パリの『文芸アカデミ一紀要j (M emoirs 01 the Academy 01 Belles Lettres) 
からとられた諸論考の中に，歴史の真実性の問題を取り扱ったものがあり，その著者たちの一





(36) ビュートが国務大臣となったことは，ステュアートにも希望を持たせた。 Chamley， op. cit. p. 
42. 
(37) ヒュームも 1760年末に，これに関与する手紙をストラーン宛てに出している。 Mossner and 
Ross [1987J , Corre宅pondence 0/ Adam Smith, no. 179.: To Willaim Strahan, November or 
December, 1760. 
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(38) リチヤード・ S ・ウエストフォール著/田中一郎+大谷隆剥訳『アイザック・ニュートン』平
凡社， 1993年，第15章， とくに85ページ以下を参照。また，ヒュームによる『感情論』の要約に
ついては， J ohn Reeder, On M oral Sentiments, ConterYloρoraη Re，四ponsω to Adam Smith, 
Bristol, 1997, pp. 33-50 や， Benjamin Christie Nangle, The Monthly Review First Series 1749-





ら次のような記述をしている。父ステュアートの妹マリオン (Marion， 1679-1727) の息子であ
った，彼の甥ジョージ・ルイス・スコット (George Lewis Scott, 1708-80) とヒュームとが，
『原理Jの草稿の相談役となっていること (1766年 3 月 18 日付けルーアトからミュアへの書簡) , 
書障ミラーとの契約が同年 6 月には成って，ステュアートはエデインパラに戻り， 10月頃まで
(39) 




3 代ダグラス侯爵アーチボールド・ダグラス (Archibald Douglas, 3rd Marquess of Douglas, 
1694-1761)に直系の後継者がないことから，その所領に対し，甥(妹の子)のアーチボールド・





たが， 1769年 2 月 27 日ロンドンの上院でその判決が覆ってしまい，その情報がエディンパラに
伝えられたとき，高等民事裁判所長官(前述兄の方の，アーニストンのロパート・ダンダス)
が f残恋な暴徒の侮辱」に曝されたことに，スミスは義憤の念を表明した。 (269) このダンダス
とは，先に述べられたステュアートの旧友である。
ステュアートがこのダグラス訴訟について耳にしたのは，パリを経てブラッセルを経由し，
スパにあったとき，妹のカルダーウッド夫人=マーガレット (Margaret， 1715-74) の訪問を受
けた時であった。
<1772年の商業恐慌，へロン銀行とパクルー> スコットランドの経済発展を背景に， 1769 
年11月 6 日，エア銀行として知られているダグラス二へロン会社が，パクルーとクイーンズベ
リ公爵を含む地主たちを主たる株主として業務を開始したが，その寛大な方策がかえって命取
りとなり，業務開始とほぽ平行して，スコットランドに経済危機が発生し， 1772年 6 月 8 日に
エア銀行と取引を行っていたロンドンの銀行が倒産すると，取り付けが殺到したエア銀行は，
(39) Skinner, op. cit., xlviii-l. 
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6 月 25 日支払いの停止をせざるをえなくなった。これもよく知られていることながらJ国富論』
の中でスミスは，自らに先行し誤った経済学説の中で，とりわけ重商主義に厳しい批判を加え
ているが，とくに明示している経済学者としては， トーマス・マン (Thomas Mun1571-1641) 
やジョン・ロック(John Locke, 1632-1704) を挙げているに過ぎない。ちなみに，彼の旧友だ
ったウィリアム・パルトニ(ウィリアム・ジョンストン， William Pulteny, J onstone, 1729-1805) 





ート (Andrew Stuart, ?-d.1801)とならんで，当時危機に瀕していた東インド会社の調査委員
会の一員としてあげられたことがあった (410) 。結局この話はスミスの方では実らなかったけれ
ども，同年ステュアートは東インド会社の依頼を受けて，べンガルの鋳貨状態について調査し，
結果を『べンガソレの鋳貨の現状に適用された貨幣の諸原理j (The PrinciPles 0/ M oney appルd


















(41) 晩年のステュアートは，東インド会社理事会議長をつとめた， George Colebrooke (1729-1809) 







<ジェイムズ・ビーティ> 1775年 5 月 9 日の手紙でスミスは，アバディーンの道徳哲学者
ジェイムズ・ビーティの消息を伝えている。ビーティはその『真理の本性と不易性とに関する





告において， I リード博士とあの偏屈なばか者のビーティへの完全な回答J を与えたと判断し












ner [1998] , lviii. その後スミスは，エデインパラ時代の教え子ウェダパーンの依頼に応えて，アメ
リカ問題に関するいわゆる[覚書]を作成したが，同じ頃ステュアートによる，おそらくは， 1755 
年から82年までアメリカ担当大臣た‘った (335) ジョージ・ジャーメイン (Germain， George Sackｭ
ville, first Viscount Sackville 1716-1785) を念頭に置いて，友人アーチボールド・ハミルトン
(Archibald Hamilton, 1738-?) に宛てた， 9 通のから成るアメリカ問題を論じた書簡が発見され
ている。 Skinner， op. cit. pp. lx-Ixi. David Raynor and Andrew Skinner, Sir James Steuart: 
Nine Letters on the American Conflict, 1775-1778, The William and Naη Quarterly， 3rd Seｭ
ries, LI -4, Oct. 1994. 














ばにスミスは，ノースによって最近検事総長(法務長官)に任命され「ハリ -9 世J <へンリ
-9 世との対比>または「スコットランド太守J への道を歩んで、いた，へンリ・ダンダスとス
ミにみずからの親戚ロパート・スキーン (Robert Skene) 大佐の下院議員選出の支持を取りつ
けるべく 1775年12月半ばに手紙を書いたり， 1785年 9 月には親類パトリック・ロス大佐を， 1786 
年12月にはエドマンド・パークの親戚(ウィリアム・パーク)をアレグザンダ・ロス大佐に推
薦したり， 1787年 6 月l3日にも，友人ロパート・ホワイトの娘邑結婚したロイズのため，アレ
グザンダ・ウェダパーンの懇意を入れてダンダスに仲介の労をとったりで，涙ぐましいような
尽力をしているが，その中で， 1787年 3 月 21 日に夕、ンダスは，スミスへの子紙の末尾で，スミ
スの休暇をロンドンで過ごすという意見には，ピット，ウィリアム・ウィンダム・グレンヴイ
ル(後の初代グレンヴイル男爵)共々賛成で，その際みずからのウィンブルドンの別荘に滞在













であるが，彼がスミスから夕食への招待を受けた1789年 7 月 19 日日曜日の夕食の話題の一つが，
『ジュニアスの書簡』の著者が誰なのかであった (454) 。スミスはこの折， 1769年から 72年にか
けてのこの政治論争の著者として，ウィリアム・ジエラード・ハミルトンをエドワード・ギボ
ン(Edward Gibbon, 1737-94) 経由の話として示唆したのだったが，現在ではフィリップ・フ

























ter, 1732-1818) も引き込まれそうになったということである。 (288)













(46) 小林，前掲書， 5-6 ページ。
(47) マルクス/杉本俊朗訳『経済学批判』国民文庫版， 1968年， 221ページ。






































1739 1 月末. 『人間本性論』第 1 巻・第 2 巻を出版。3 月.学会の反響なく，ナインウェルズに戻る。
3 月， r人間本性論摘要』を出版。 11月， r人間本 マスター・オブ・アーツ(人文学修士)の学位を
1740 性論』第 3 巻を出版。 えて.グラーズゴウ大学を卒業。スネル奨学資金の23人目の給費生としてオクスフォードのベイリ
オル・カレッジに入学。
1741 『道徳・政治論集』第 1 巻を出版し.好評を得る。





















年初. 『政治経済論集』出版。 1 月末，エディン クレイギー病死。スミスは道徳哲学講座への転任
パラ法曹会の図書館長になる。これを機に『イン をのぞみ， 4 月に反対者なしに許可。スミスは論
グランド史』の執筆に着手する。 理学哲学講座の後任として，ヒュームをまねくこ










年末， ~グレート・ブリテン史第 2 巻j (後の『イ
ングランド史j)出版。
1757 
1 月，法曹会の図書館長を辞す。 2 月， 『四論
集』出版。
1758 






11月， 「イングランド史J の第 4 巻と第 5 巻を出 『道徳感情論』第 2 版。 r言語起源論」を『言語
1761 学論集』第 l 号に発表。校務(大学の会計事務の版。 処理)ではじめてロンドンに行く。













なおしたものと推定。)。タウンゼンドは 10月 25 日
付けのスミスあての手紙で，パックルー侯の外国
旅行の時期が近づいたことを知らせ，旅行っきそ




6 月，ブフレル伯爵夫人を恋い慕う。 1 月末か 2 月はじめ，パックルー侯とともに，フ
ランス旅行に出発。 2 月 13 日，パリ到着(翌148.
1764 大学へ辞表を発送)0 2 月 14 日，パリを出発。 3
月 4 日， トウールズに到着。 『道徳感情論』のフ
ランス語訳出版。
7 月.正式にコンウェイの秘書官となり.代理大 10月， トウールズ発マルセイユをとおってジュネ1765 使に任ぜられる。 ーブに着く。 1 1. 12月の約 2 ヵ月滞在.ヴォルテールにあう。
1 月，ルソーを伴って婦国，彼の保護に尽力す 1 月 ~10月，パリ滞在中， ヒュームの紹介とスミ
1766 
る。 6 月，ルソーより絶交を宣言される。 8 月， ス自身の名声により，パリ社交界花形となる。ド
エディンパラに帰る。 10月.ルソーとの争いの ルパック，エルヴェシウス， レスピナスなどのサ
『報告』を出版。 ロンに出席。 10月，パリを出発して帰国。
2 月.ハートフォード卿の弟コンウェイ将軍が北 ひきつづき 5 月までロンドンに滞在し， 『道徳感
部担当の国務大臣となり.ヒュームがその次官と 情論』第 3版の校正と，第 2 の著書 cw国富論J)
1767 
なる。 のための研究をする。 5 月 21 日，パックルー侯の
結婚とともに，故郷カコールディにかえり以後，
『国富論』のための研究に専念する。 『道徳感情































1 月 4 日.遺言状を作成。 4 月. 『わが生涯』を 3 月 9 日. 『国富論』第 l 版， ロンドンのス卜ラ
書く。 8 月.遺言状に追加して. 『自然宗教に関 ーン・カデル書店から， 4 折版 2 巻合計1097ぺ一
する対話』の出版を甥に委託する。 ジの大冊として発行される。 5 月ごろカーコーデ
8 月 25 日午後 4 時ごろ. ヒューム永眠。 ィ lこ帰る。 8 月，エディンパラにヒュームを見舞
8 月 29 臼，エディンパラのカールトン・ヒル墓地 う C8 月 25 日死去)。 11月， ヒュームの最後につ
1776 
に埋葬される。 いて，ロンドンの出版業者ストラーンに送った手





難を無視。 『国富論』のドイツ語訳第 1 巻出版
(第 2 巻は1778年)。

















































が行なわれ，はじめて 2 冊本となる。 3 月，病気
1790 
が悪化する。あたたかくなって一時小康をえる
が. 6 月にはまた悪化する。 7 月 11 日，スミスの
懇請によって.未定稿が焼却される。 7 月 17 臼，
死去 (67歳)。
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